
A:よくあてはまる　B:ややあてはまる　C:あまりあてはまらない　D:まったくあてはまらない A B C D 合計

【１教育保育理念・教育保育方針・教育保育課程】

教育保育理念・教育保育方針・教育保育課程を理解している 5 10 0 0 15

【２指導計画】

指導計画は教育保育理念・教育保育方針・教育保育課程を基に作成している 8 5 0 2 15

乳幼児の発達段階にあわせた指導計画を作成している 10 3 0 2 15

【３教育保育環境】

乳幼児のしたいことや、興味のあることを取り入れている 9 4 2 0 15

乳幼児の教育保育に、自然や施設を活用している 11 3 1 0 15

乳幼児の動きや視線の動きに気を配った環境の構成になっている 6 9 0 0 15

【４教育保育の内容・方法】

乳幼児の家庭での様子を参考にしながら、援助の内容を工夫している 11 4 0 0 15

遊びを通してルールを学んだり、我慢したりといった経験を積めるようにしている 11 4 0 0 15

乳幼児が意欲的に造形活動（描画・製作）をする時間を大切にしている 9 5 1 0 15

食べ物についての話をしている 8 4 3 0 15

【５保育教諭の役割・資質向上】

乳幼児の発達段階や興味・関心に応じた教育保育を心がけている 10 4 1 0 15

全体の中でも、一人一人を大切に受け止めた指導を心がけている 7 8 0 0 15

その場にふさわしい言葉づかいができる 3 10 2 0 15

【６保護者との連携】

保護者から寄せられた具体的な意見や要望に、適切に対応している 9 5 1 0 15

行事予定やクラスだよりなど、情報を適切に伝えることができている 9 6 0 0 15

【７子育て支援】

保護者の子育てについて相談にのっている 8 6 1 0 15

家庭での情報を把握し、保護者との相互理解を深めている 9 5 1 0 15

【８その他】

乳幼児や保護者のことを園の外で話題にしない 12 3 0 0 15

園の施設の安全点検、衛生管理をしっかり行っている 11 4 0 0 15

就業規則を遵守し、社会人としてのルール及びマナーを守っている 14 1 0 0 15

園自己評価

笠之原こども園

令和５年度 職員自己評価

●前年度と比べ職員の自己評価の平均値が下がっているが、評価項目を正しく理解し、実践している様子が感じられ、
その結果が評価の下落に繋がっていると感じられる。全体的に保育技術の向上や保育内容の正しい理解が進んでおり、
園として良い方向に向かっていると感じる。
●園として、職員・保護者の意見は取り入れやすい環境を構築していると考えられるが、当園の伝統的な保育感が現代
の保育環境に少し遅れているように感じる。
●計画や記録物の大幅なデジタル化を行ったが、それらが本当に必要なものなのかの精査が追いついていない。計画を
立て実践し、記録を繰り返しながら、無駄なもの必要なものを精査していく必要がある。
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